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SR S Vは 冬 期 に 多 発 す る 食 中 毒 の 主 要 な 病 原 体 で す 。 ま た 、 ヒ ト か ら ヒ ト

へ の 感 染 に よ り 散 発 性 の 急 性 胃 腸 炎 も し く は 学 校 や 保 育 園 な ど で の 集 団 発

生の原因とな ります。

平 成 9年 1月 か ら 平 成 1 4年 1月 に 当 所 で SR S Vが 検 出 さ れ た 25 4名 に つ い て 、

潜 伏 期 間 、 症 状 を 調 べ 、 下 記 の 表 に ま と め ま し た 。 潜 伏 期 間 は 2 4～ 4 8時 間

に 8 1％ が 集 中 し て い ま し た 。 下 痢 で は 、 水 様 性 下 痢 が 多 く 、 血 便 の 人 は い

ま せ ん で し た 。 数 十 回 の 下 痢 や 嘔 吐 、 39度 台 の 発 熱 と 重 い 症 状 を 呈 す

る 人 も い ま す が 、 全 体 的 に 見 る と 、 3 7度 台 の 発 熱 、 2～ 3回 の 嘔 吐 と 下 痢 、

腹痛が典型的 で、一般的に予後は良好です。

表 症状別の 発症割合（％）

下痢 嘔吐 吐き気 発熱 腹痛 悪寒 頭痛

74 72 66 57 53 28 23

埼 玉 県 で は 、 昨 年 S R S Vに よ る 食 中 毒 （ 有 症 苦 情 含 む ） が 21事 例 、 そ れ 以

外 の 集 団 発 生 が 5事 例 起 こ り ま し た 。 月 別 発 生 状 況 を み る と 、 食 中 毒 は 12～

2月 に 発 生が 多い傾向が 見られ ました 。

食 中 毒 の 原 因 食 品 は 特 定 さ れ な い こ と が 多 か っ た の で す が 、 カ キ 、 シ ジ

ミ な ど の 2枚 貝 を 食 べ て い る こ と が 多 く 、 特 に 1月 、 2月 は 生 カ キ を 食 べ

。 、 、ているケース が 7事 例 発生していました また 従事者から SRSVが 検 出 され

手指を介して の二次汚染が疑われた事例もありました。

SRSVは ヒ ト の 腸管 で 増殖 し 、 便と と も に排 出 され て 河 川、 海 水 を汚 染し 、

汚 染 海 域 で 生 育 し た カ キ な ど 貝 類 か ら ヒ ト に 感 染 す る と 言 わ れ て い ま す 。

冬 期 の ウ イ ル ス 性 胃 腸 炎 が 流 行 し て い る 時 期 、 特 に 1月 、 2月 に 生 カ キ を 食

べるときは注 意したほうがよいでしょう。


